
JP 2012-34302 A5 2013.8.15

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年8月15日(2013.8.15)

【公開番号】特開2012-34302(P2012-34302A)
【公開日】平成24年2月16日(2012.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2012-007
【出願番号】特願2010-174098(P2010-174098)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｈ   9/02     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   3/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  23/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｈ   9/02    　　　Ｄ
   Ｈ０３Ｈ   3/02    　　　Ｂ
   Ｈ０３Ｈ   3/02    　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｌ  23/02    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｌ  23/02    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月28日(2013.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　図６（ｂ）は、圧電振動片３０を収納したベース２２０の平面図である。ベース２２０
は、＋Ｚ軸側と、－Ｚ軸側とに主面を有している。＋Ｚ軸側の主面には収納部２２１が形
成されており、収納部２２１内には圧電振動片３０が収納されている。圧電振動片３０は
図２と同様であるため説明を省略する。収納部２２１の周囲には端領域２２２が形成され
ている。端領域２２２の表面には、端領域２２２を周回する環形状に二重に配置された第
１金属環２２３が形成されている。第１金属環２２３は、端領域２２２上の外側に近づい
たり内側に近づいたりする波形状に形成されている。また、ベース２２０の－Ｚ軸側の主
面には、第１外部電極２２７及び第２外部電極２２８（いずれも図６（ｃ）参照）が形成
されている。また、収納部２２１には、第１接続電極２２４及び第２接続電極２２５が形
成されており、それぞれ圧電振動片３０の第１基部電極３３及び第２基部電極３４と導電
性接着剤４０を通して接続されている。さらに、第１接続電極２２４及び第２接続電極２
２５はスルーホール２２６を通して第１外部電極２２７及び第２外部電極２２８と電気的
に接続されている。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　図９（ｂ）は、圧電振動板４８０の平面図である。圧電振動板４８０は、圧電振動片４
３０と圧電振動片４３０を囲む枠体４８１とが形成されている。圧電振動片４３０は、振
動周波数に応じて厚さが決まっており、必ずしも枠体４８１の厚さと同じではない。圧電



(2) JP 2012-34302 A5 2013.8.15

振動片４３０には、＋Ｚ軸側の面に第２励振電極４３６及び－Ｚ軸側の面には第１励振電
極４３５が形成されている。また、枠体４８１の＋Ｚ軸側の面には第２金属膜４８３が、
－Ｚ軸側の面には第１金属膜４８２が形成されている。第２金属膜４８３は内周部と外周
部とに二重に形成されており、接続金属膜４８５によって電気的に接続されている。図９
（ｂ）に示している第２金属膜４８３は、リッド４１０に形成される第２金属環４１３と
対応する位置に二重に形成されているが、幅広い一重に形成しても良い。これは、第２金
属環４１３が二重に形成されているため、ウエハ同士を接合した時に結果的に二重の金属
環を形成することができるためである。また、第２金属膜４８３が二重に形成されたとし
ても、内周側と外周側との第２金属膜４８３は接続金属膜４８５によって互いに電気的に
接続される。これは、第２励振電極４３６を外周部の第２金属膜４８３と接続し、更に第
１キャスタレーション４９２を通してベース４２０に形成される第１外部電極４２７と接
続するためである。同様に、第１金属膜４８２（図８の－Ｚ軸側）も一重、または内周側
と外周側との金属膜が電気的に接続されていれば何重に形成されても良い。第１金属膜４
８２も第２金属膜４８３と同様に第１励振電極４３５を第２外部電極４２８に接続させる
ように形成される。
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